
指標：

事務事業の
性格

類型

昭和 45 年度 終了(予定)時期 平成 年度 会計区分

　Ⅰ-２　投入量

No. 区分 H20年度決算 H21年度決算 Ｈ２２年度決算 H23年度予算 H24年度予算

① 　事業費 （千円） 63,054 32,295 30,206 41,135 41,585 
（千円） 25,552 11,345 10,679 15,445 15,293 

7,993 8,907 7,227 8,836 9,299 
1,196 759 741 880 880 

540 540 540 738 662 
13,188 1,158 557 1,736 1,666 

①’ 委託料 14,585 9,586 10,462 13,500 13,785 
② （％） 23.1% 29.7% 34.6% 32.8% 33.1%

③ 　人件費（24年度は見込） （千円） 47,315 58,613 87,824 87,824 87,824
職員(課長級） （人） 0.27 0.30 0.54 0.54 0.54
職員(課長補佐級、係長級） （人） 1.75 1.65 2.57 2.57 2.57
職員(係員） （人） 3.00 4.50 6.76 6.76 6.76
嘱託職員等人件費 （千円）

④ 　年間経費（①＋③） （千円） 110,369 90,908 118,030 128,959 129,409 
⑤ 　特定財源（市税等の一般財源以外） （千円） 4,509 3,991 3,512 5,159 5,747 

（千円） 4,357 3,195 3,030 4,299 4,299 
（千円） 152 796 482 860 1,448 

その他( )（千円） 　

⑥ 　京都市年間負担経費（④－⑤） （千円） 105,860 86,917 114,518 123,800 123,662 
⑦ 　受益者負担率（受益者負担分÷④） （％） 0.1% 0.9% 0.4% 0.7% 1.1%
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委託先：（株）環境ソルテック

河川水質常時監視 □ 部分補助等

 □ 全部補助等

委託(補助)先の名称，委託(補助)の内容

水質汚濁防止法，土壌汚染対策法，瀬戸内海環境保全特別措置
法，浄化槽法，京都府環境を守り育てる条例，浄化槽保守点検業
者の登録に関する条例，京都市浄化槽補助金交付要綱，京都市水
質汚濁防止対策指導要綱
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今後の方向性 ２４予算額
（千円）

目標達成度評価

A　一般型（平成２２年度分）

通常評価

平成23年度

30,206 
現状のまま継続

213-0928

 □ 全部委託

水質汚濁に係る京都市環境保全基準達成率

事
業
概
要

■　義務的事業　　□　任意的事業

４　規制・指導

 □ 直営

 ■ 部分委託

２２決算額
（千円）

41,135 41,585 

需用費（検査材料費等）

（どのような手段で）

負担金補助及び交付金（浄化槽設置補助等）

（どのような状態にしたいのか）

賃金

Ⅰ　事業の概要

業務運営方法

　Ⅰ-１　事業の概要

開始時期

目　　的

使用料及び賃借料（駐車場使用料）

■　一般会計　　　□　特別会計

　市民の健康を保護し，かつ，快適な生活環境及び良好な自然環境を保全し，その状態を維持していくことを
目的とする。

事務事業評価票 1013003No.

年間経費等推移

活　動
内　容

対　象 　河川や地下水の水質環境及び水質汚濁物質排出工場・事業場並びに公共下水道認可区域外等地域における浄
化槽設置者

（誰を，何を）

　河川・地下水の汚濁状況を把握するために，河川水質・地下水質の常時監視及び環境ホルモン調査等の各種
実態調査を行う。また，工場・事業場に対する監視・指導及び関係法令に基づく届出等審査を行う。さらに，
浄化槽の設置等の補助及び監視・指導並びに浄化槽保守点検業者の登録事務を行う。

その他

　委託料が事業費に占める割合（①’÷①）

国庫・府支出金

受益者負担分(使用料, 手数料等)

（河川水質常時監視等）
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２/２　ページ

事業名

　Ⅱ-２　業績評価（Ⅱ-１　市民と行政の役割分担評価は「通常評価」のため省略）

単位 H20年度 H21年度 Ｈ２２年度 H23年度 H24年度

％ 2,054 2,054 100 100 100
％ 1,720 1,711 83
％ 83.7% 83.3% 82.8%

評価 良い 良い 良い

 

％

評価

総合評価

変更前の 指標名 適用年度 単位 項目

指標名 適用年度 単位

No. 単位 H20年度 H21年度 Ｈ２２年度

① 項目 2,054 2,054 2,090 
② 千円 110,369 90,908 118,030 
③ 円/単位 53,734 44,259 56,474 
④ -17.6% +27.6%

＜現状分析，今後の方針等＞

Ｃ 市民参加度

＜調査の有無＞ ＜調査結果，現状分析等＞

＜調査方法＞ ＜調査時期＞

＜現状分析，今後の方針等＞

　今後も工場・事業場の監視指導を行うことで，市民の健康を保護し，かつ，快適な生
活環境及び良好な自然環境を保全し，京都市環境保全基準の達成向上に努める。

Ⅲ　今後の方向性

Ｄ 市民満足度
　□有　　■無　　□該当しない

Ｅ 環境保全
及び環境負荷
軽減の要素

 ■　環境　　□　関連　　□　一般

平成２３年度
の実施状況

　河川水質・地下水質の常時監視，工場等の発生源に対して監視・指導及び関係法令に基づく届出等審査を行った。また，公共下水道認可区域外等地域
における浄化槽の設置等補助，維持管理指導及び浄化槽保守点検業者の登録事務を行った。
　さらに，3,000平方メートル以上の土地の形質の変更届に対する審査及び土壌汚染状況調査に係る指導並びに汚染土壌処理業の許可申請に対する審査
等を行った。

市会・監査・
外部機関等か
らの指摘

現状のまま継続

（今後の方向性の理由及び具体的な内容）

　引き続き水質汚濁対策事業（河川水質等の常時監視等，工場等の発生源に対する監視指導及び浄化
槽設置補助等）を実施し，効率的かつ効果的な工場等への監視指導を行うことで，水質に係る京都市環
境保全基準の達成率の向上を目指すとともに，関係機関と連携を図り，より一層浄化槽の普及促進を
図っていく。
　また，土壌汚染対策法に基づく各種審査及び指導についても継続して実施していく。

かなり良くなった かなり悪くなった

＜コスト変動の理由等＞

　平成22年度から，各保健所で行っていた公害関係業務を効率的にするべく，市内２箇所の環境共生センターで集中管理する
組織改正を行った。

平成２１年度と比べ，平成２２年度の経費が増加したため効率性が悪くなった。

企画段階　□高　□中　□低　■無
　河川や地下水の水質汚濁状況及び水質汚濁物質排出工場・事業場並びに公共下水道認
可区域外等地域における浄化槽の設置者が対象であり，一般市民の参加はない。実施段階　□高　□中　□低　■無

評価段階　□高　□中　□低　■無

指標の種類

指標２

区分

目標値設定の考え方

指標２

指標１

　平成21年度までは測定項目すべてが基準を達成する
ことを目標としていたが，測定項目数は年度によって
増減するため，平成22年度以降は達成率（測定項目数
に対する達成項目数の割合）100%を目標値とする。

　水質汚濁に係る京都市環境保全基準が定められており，市民の健康
を保護し，快適な生活環境及び良好な自然環境を保全するうえで維持
されることが望ましいことから，各測定地点における測定項目ごとの
京都市環境保全基準の達成率を指標とする。

平成21年度まで

目標値　…①

実績値　…②

目標達成度（②÷①）

□ 有　■ 無

分　　析

＜実績値の変動理由等＞

　平成２１年度と比べ，平成２２年度は大腸菌群数の京都市環境保全基準達成率が38.8％から27.5％に悪化した。その他の項
目については，概ね高水準の達成率を維持している。

指標変更
の有無

水質汚濁対策

Ａ 目標達成度

目標達成度（②÷①）

指標名

指標１

水質汚濁に係る京都市環境保全
基準達成率

指標の種類

平成23年度
（平成２２年度分）

Ⅱ　評価結果

増加することが良いとされる指標

区分

目標値　…①

実績値　…②

指標の選択理由

京都市環境保全基準の達成項目数指標変更
の有無

■ 有　□ 無

分　　析

単位当たり経費（②÷①×1,000円）

常時監視測定項目数

Ｂ 効率性 年間経費（事業費及び人件費の合計額）

単位当たり経費変動率

評価


